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教育目標（卒業時の到達目標） 

教育内容（教科目） 評価方法

と 

評価基準 

総合評価

方法及び

評価基準 
基礎分野 専門基礎分野 専門分野 教科外 

１． 看護の対象である人間を身体

的・精神的・社会的側面から

総合的に理解することができ

る 

人間とは･生病老死･真善美=哲学 

生活･社会･地域文化･家族=社会学/

家族論    

人間が創る美=生活の中の芸術 

心理･基本的欲求=心理学Ⅰ・Ⅱ 

生涯発達=教育学 運動･活動=運動

と健康 

人の繋がり=人間関係論/外国語 

知の統合=論理学/情報科学Ⅰ・Ⅱ 

身体の構造と機能=解剖生理学・生化学/栄 

養学  日常生活行動･動作の仕組み=ﾘﾊﾋﾞﾘ 

ﾃｰｼｮﾝ論 人間の幸福と社会保障=社会福 

祉･医療概論・健康支援と保健活動 

病気の成り立ちと回復の促進=病理学・疾病

と治療・治療論・微生物と感染症・栄養学・

薬理学・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ論・看護につながる疾

病論 

環境･社会との相互作用･健康=公衆衛生学/

微生物と感染症･栄養学/健康支援と保健活

動   医療･医学の発達と動向=医療概論 

人間とは・人間の生活・健康・環境・療養生活・家族=基礎看護学及び

基礎看護学実習、地域・在宅看護論 

発達段階各期にある人の特徴と生活=地域・在宅看護論実習、成人･老

年･小児･母性･精神看護学及び各看護学実習、看護の統合、総合実習 

国際看護・グローバル化=国際協力 

 

 

人間とは･人間の生老病死 

=講話（講演会）/人と防災未来センター 

 

人間と環境=ｺｳﾉﾄﾘの郷公園見学 

 

各科目の単

位取得条件

はシラバス

に記載 

 

看護学実習

の単位取得

条件は実習

評価に示す 

 

全て必須科

目なので、

左記の条件

を全て満た

すこと 

 

＊教科外活

動は出席す

べき時間数

に算入する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．科学的根拠に基づいた看護実

践に必要な臨床判断ができる 

 

生活活動と健康の成り立ち=運動と

健康  論理的思考=論理学 

人間の体と技の理・科学技術の原理･

看護技術の物理学的理解=物理学 

豊かな感性=生活の中の芸術 

人との繋がり=外国語・人間関係論 

人間とは･感情･倫理･倫理的感性=心

理学Ⅰ・Ⅱ、哲学    

知の統合=情報科学Ⅰ・Ⅱ 

身体の構造と機能・病気の成り立ちと回復

の促進 

=解剖生理学・生化学/病理学・疾病と治療・

治療論・微生物と感染症・栄養学・薬理学･

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ論・看護につながる疾病論 

 

健康･疾病･障害の概念/看護理論/臨床判断ﾓﾃﾞﾙ・臨床判断能力/観察・

ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ/面接技法/看護展開方法の基礎、ﾘﾌﾚｸｼｮﾝの基礎と実践/

看護技術=基礎看護学及び基礎看護学実習、地域・在宅看護論及び地

域・在宅看護論実習、各看護学及び各看護学実習、総合演習、総合実

習    看護者の倫理観/看護研究の基礎=看護学概論Ⅰ・Ⅱ 

安全な医療･看護=基礎看護学及び基礎看護学実習、地域・在宅看護論

及び地域・在宅看護論実習、各看護学及び各看護学実習、看護の統合、

総合実習、看護管理と医療安全 

看護実践への動機づけ・目的意識の涵養=実習ｵﾘｴﾝﾃ

ｰｼｮﾝ 

 

 

関西看護学生看護研究大会 

主体的学習=学習支援 

３．健康の保持・増進、疾病の予

防及び健康の回復に関わる看

護を、健康状態やその変化に

応じて実践することができる 

生活活動と健康の成り立ち=運動と

健康  

学習支援の方法=教育学 

人間の体と技の理・科学技術の原理･

看護技術の物理学的理解=物理学・論

理学・人間関係論 

身体の構造と機能、病気の成り立ちと回復

の促進 

=解剖生理学・生化学/病理学・疾病と治療・

治療論・微生物と感染症・栄養学・薬理学･

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ論・看護につながる疾病論 

環境･社会との相互作用･健康=公衆衛生学･

健康支援と保健活動/微生物と感染症・栄養

学  医療･医学の発達と動向=医療概論 

健康･疾病･障害の概念/看護理論/臨床判断能力/観察・ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ/面

接技法/看護展開方法の基礎/ﾘﾌﾚｸｼｮﾝの基礎と実践/看護技術 =基礎看

護学及び基礎看護学実習  看護者の倫理観=看護学概論Ⅰ・Ⅱ 

発達段階･生活状況･健康状態に対応し、かつ健康増進･疾病予防･健康

回復に向けた看護実践・生活の場における看護=地域・在宅看護論及び

地域・在宅看護論実習、各看護学及び各看護学実習  

安全な医療･看護の提供=看護管理と医療安全、看護の統合、全実習 

災害時の看護と連携=災害看護と国際看護  

看護研究の基礎=看護学概論Ⅰ・Ⅱ、総合実習 

看護実践への動機づけ・目的意識の涵養=実習ｵﾘｴﾝﾃ

ｰｼｮﾝ 

 

関西看護学生看護研究大会 

主体的学習=学習支援 

４．人間の生命と人権の尊重を基

盤とする倫理観に基づいた看

護実践ができる 

豊かな感性=生活の中の芸術 

人間とは･感情･倫理･倫理的感性=心

理学Ⅰ・Ⅱ、哲学  

信頼関係=人間関係論 

生命倫理･医の倫理=医療概論 

人権･人と法=関係法規・看護と法 

倫理観に基づいた人間関係・信頼関係形成過程=各看護学及び各看護学

実習  信頼関係の形成過程・看護研究の基礎･看護理論・ｷｬﾘｱ発達=看

護学概論Ⅰ・Ⅱ、看護の統合、総合実習 

日常の関係形成･ｸﾗｽづくり=ﾎｰﾑﾙｰﾑ･教育ｷｬﾝﾌﾟ 豊

かな人間性・社会性=地域貢献活動・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動・

体育祭・学校祭 

５．援助者としての自己を意識し

たコミュンケーションによ

り、人間関係を形成すること

ができる 

人間の心理・感情=心理学Ⅰ・Ⅱ 

信頼関係=人間関係論 

医療福祉における人間関係･協調と協働=医

療概論/社会福祉/健康支援と保健活動 

 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術･援助関係=基礎看護学/基礎看護学実習  人間関係・信

頼関係形成=各看護学及び各看護学実習  治療的人間関係=精神看

護学及び精神看護学実習   信頼関係の形成過程・看護研究の基礎･

看護理論=基礎看護学、看護の統合、総合実習 

日常の関係形成･ｸﾗｽづくり=ﾎｰﾑﾙｰﾑ･教育ｷｬﾝﾌﾟ 

人間関係形成力=ﾘﾍﾞﾗﾙ･ｱｰﾂ･ﾂｱｰ、体育祭・学校祭、

地域貢献活動 

６．保健医療福祉チームにおける

看護専門職としての役割と責

任を自覚し、多職種と連携・

協働することができる 

組織と人･ﾁｰﾑﾜｰｸ=人間関係論 

ICT活用・医療情報の管理=情報科学

Ⅰ・Ⅱ 

医療福祉における人間関係･協調と協働 =

医療概論/社会福祉/健康支援と保健活動 

医療安全・関連する法規=関係法規・看護と

法 

看護職の役割･責任･ﾁｰﾑﾜｰｸ・連携･協働=各看護学/各看護学実習/地

域・看護論及び地域・在宅看護論実習 

専門職としてのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･看護の組織とﾁｰﾑﾜｰｸ=看護管理と医療安

全・災害看護と国際協力･看護の統合・総合実習 

主体性を育む・ﾁｰﾑﾜｰｸ=教育ｷｬﾝﾌﾟ・ﾎｰﾑﾙｰﾑ運営/委員

会活動/自治会活動・部活動/体育祭・学校祭/自己啓

発研修 災害看護=人と防災未来ｾﾝﾀｰ  社会性=地

域貢献活動、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動 

７．変化する社会に対応できる力

を身につけるために、自己啓

発に努め、看護を探究し続け

ることができる 

論理的思考･文章表現=論理学 

人との繋がり=外国語 

自己教育力=教育学 

社会の動向と人間の生活=社会学 

知の統合・ICT 活用=情報科学Ⅰ・Ⅱ 

社会の動向と医療の役割=医療概論 

医療安全・関連する法規=関係法規・看護と

法 

問題解決思考,ｸﾘﾃｨｶﾙ･ｼﾝｷﾝｸﾞ,ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ=基礎看護学及び基礎看護学実

習、地域・在宅看護論及び地域・在宅看護論実習、成人･老年･小児・

母性･精神看護学及び各看護学実習   

看護の探究=各看護学実習   

看護研究の基礎、研究的態度=看護学概論Ⅰ・Ⅱ   

災害看護･国際援助=災害看護と国際協力 

学習の動機づけ=ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ/初年次教育/ともしびの儀

/看護師交流会 自己の課題の明確化=学習支援 自

己の発見･研鑽=自己啓発研修 研究の意義=ｹｰｽｽﾀ

ﾃﾞｨ発表会、関西看護学生看護研究大会 看護観=看護

観ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ発表会 社会性=ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動 

生活安全=SNS、ｻｲﾊﾞー犯罪他 健康管理=健康診断  

社会人・ﾏﾅｰ=ｷｬﾘｱ支援、ﾘﾍﾞﾗﾙ･ｱｰﾂ･ﾂｱｰ 


